
人 とのかかわりをもっ 力 が育っための 援助の工夫 

園生活を通して 
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人 とのかかわりをもっ 力 が育っための 援助の工夫 

園生活を通して 

浦添市立牧港幼稚園教諭 比 嘉 悦 干 

1  テーマ設定の 理由 

幼児は入園すると ，その日から 新しい人間関係としての 教師や他の多くの 幼児たちと親しみ ， 

支えあ って生活をしていくことになる。 つまり，新しい 環境の中で ， 多くの人とのかかわりが ， 

必要となる。 幼稚園は，家庭を 離れて社会生活をスタートさせる 場であ り，社会生活の 自立を促 

す 場でもあ る。 

幼児が，園生活を 楽しく，有意義 ic 過ごすことによって ，人 とのかかわりをもつ 力 を育て ，社 

会 の一員としてその 時期なりの日立心を 育てることは ，教師の大切な 役割であ る。 

人 とのかかわりをもっ 力 は，教師や他の 多くの幼児と 出会い，さまざまな 体験をしていく 中で 

養われる。 

これまでの私の 保育を振り返ってみると ，子ども一人一人に「自分のことは 自分ででき， 友だ   

ちとかかわって 元気 い っは い 遊んでほしい」と 願いながらも 一人一人の育ちをみると 身のまわり 

のことが自分でできない 子 ，友だちとかかわれない 子 ，遊べない子の 姿がみられる。 

それはなぜなのか ，考えてみると 入園当初の子どもたちとの 出会いの時期に 一人一人への 充分 

なかかわりが 少なかったこと。 また，毎日くり 返す生活習慣を 子どもと共にしてやることも 少な 

かったのではないか。 今一度，子どもの 育つ過程を学び ，教師がもっと 深く一人一人にかかわる 

ことで安定した 充実あ る園生活を送ることができるのではないかと 思われる。 

実践においては ，指示する言葉が 多く ， 教え込もうとする 傾向にあ り，そのため 子どもたちが 

自分で考えて 行動するしようとする 芽を摘みとっていたのではないかとも 思われる。 

そこで， 

1. 人 とのかかわりをもっ 力 が育っ過程を 見通し援助の 手だてを工夫する。 

2. 人 とのかかわりをもっ 力 が育っ要因をとらえ ，その援助のあ り方を考える。 

以上の事を研究することにより ，子どもたちに 人とのかかわりをもっ 力 が育ち，充実した 園生 

活を送ることができるのではないかと 考え ，本 テーマを設定した。 

Ⅱ 人 とのかかわりをもつ 力 が育つ意義と 基礎となる事項 

Ⅰ 人 とのかかわりをもっ 力 が育っ意義 

人間はどの時期にあ っても，他の 人と親しみ支え 合って生活していく。 そのためには 自立心、 

を育て ，人 とのかかわりをもつ 力 を養う必要があ る。 

幼児は園生活の 中で，教師や 他のすべての 幼児とかかわる 中で次の事が 育っていく。 

Ⅲ 教師との信頼関係ができてくると ，自分の カ でさまざまなことを 行うことができるように 

なり充実感を 味わうようになる。 

(2) 多くの他の幼児や 教 9 市と触れ合う 中で，自己の 存在感や自分とは 違ったさまざまな 人への 
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積極的な関心，共感や 思、 ひやりなどをもっようになる。 

襯 自分の感情や 意思、 を表現しながら ，他の人々と 共に生活する 楽しさや大切さを 知るよ う に 

なる。 

(4) 他の人々と生活するために 必要な習慣や 態度を身につけて ぃ { 

2  人とのかかわりをもつ 基礎となる事項 

人 とのかかわりをもっ 力は，口分の 意志や感情を 豊かに表現したり ，柏手の気持ちを 感じと 

ることを十分に 経験することにより 養われる。 

幼稚園においては ，生活全体の 中で，十分に 友だちと触れ 合い豊かな感情を 得られるよ う に 

することと共に 自分の感性や 意思を表現したり ，他の幼児と 共感し合えるような 活動を重視し 

広い意味でのコミュニケーション 能力を育てることが 重要であ る。 

そこで， 人 とのかかわりをもつ 基礎となる事項として 次のことが考えられる。  
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人々に温かく 見守られているという 安心感をもつ。 

人に対する信頼感をもつ。 

自分自身の生活を 確立する。 

人への積極的な 関心，共感をもつ。 

思いやりの気持ちをもっ。 

生活に必要な 習慣や態度を 身につける。 

皿 人 とのかかわりをもつ 力 が育つ過程 

人 とかかれる力の 育ちは，自分の 周囲の人々にあ たたかく受け 入れられているかどうかにかか 

っている。 つまり，自分が 受容されているという 実感の上に立ってはじめてかかわりが 成り立ってくる 

のであ るといえよう。 これまでの人とのかかわりの 育ちに関する 考え方の場合は ， 「誰とでも 仲 

良くする」などということが 目標，化され ，仲間にすぐ 順応するような 姿勢をもつことがいい 子ど 

も，社会性の 育っている子どもと 考えられていた 傾向があ る。 そのような目標に 向かって考える 

ことを避け ，人 とのかかわりは ，まさに信頼関係，そして 支え合って生活すること ，そしてまた 自 

分から人とかかわって 生きていく 力 を，行動力をもつこと。 こういう育ちの 過程を考えていくこ 

とであ ろうと考える。 子どもの発達は 決してスムーズではなく 試行錯誤の週程であ ると思われる。 

そこで人とのかかわりをもつ 力 が育っ過程を 次のように 捉 えてみた。 
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一人が自分なりの 幼稚園での 

過ごし方を感じる 力を身につ 

ける。 

  
生活や遊びの 中で ， 友だちの 

存在を感じる 力を身につける。 

  
友だちの中で 自分がど う 動い 

たらよ いか 感じ取る力を 身に 

つける。 

  

したり，自分のことを 知って 

もらお う とする力を身にっ け 

る 。   

  
友だちの気持ちや 状況を感じ 

取り自分を調節していく 力 を 

身につける。 

  
友だち同志お 互いに分かり 合 

い 尊重して い く 力 を身にっ け 

る 。 
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人 とのかかわりをもつ 力 が育つ要因とその 援助 

] 教師との信頼関係を 築くこと 

子どもは教師とのかかわりの 中でさまさまなことを 体験し学ぶ。 幼児にとって 教師の存在は 

不安な時の安全基地であ り，またともに 遊ぶ遊び 柑 手でもあ る。 そこで教師は 幼児一人一人の 

気持ちやねがいを っ かみ，発達の 違いを認めながら ，子供に応じた 援助をしていくことが 人切 

であ る。 

「先生がいつも 自分を見ていてくれる。 多少まちがったことをしてもそれを 暖かく見守って 

いてくれる。 」という安心感。 

「あ なたは自分でやれる 力があ るんだ。 口分でやってごらん ， もし困った事があ ればいつで 

も手助けしてあ げよう。 でも手助けしなくてもあ なた自身の手でできる。 」という信頼感。 

このような事を 一人一人の子どもと 相互の信頼関係の 中で伝えていきたい。 

Ⅲ 実践 例 

① 教師との信頼関係に 支えられて遊びが 発展していった K 君 

 
 

で
と
 
セ
ぎ
遊
 

か
 
い
 "
 湖
上
 

豊
は
も
肥
粘
 

が
 
つ
 で
が
で
 

彙
り
 
中
体
内
 

語
怒
最
 
身
空
 

フ
 
と
 
 
 
の
 
君
 
K
 ト
 

 
 

女
，
へ
 
Ⅰ
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遊 び の 展 開 教 師 の 援 助 
    

。 「せんせ い あ そぼ ぅ 。 」とはなしかけてきた 

とを受けとめ ， 「 う ん，あ そぼ ぅ 。 」と 返吾 

してわくわく 広場へ出かける。 
。 「ぞうりにはきかえてきたの ～， これなら 

ず にぬれてもへ い きだね。 」とほめてあ げる 

。 スキップをしながらわくわく 広場へ行く 

。 「せんせ い 包永やさんしたひ。 」 と自分か 

ら 遊びを始める。 。 そばへ行ってのぞいたり ，どのように 目刀 

「せんせい， び んを取ってくる ねコ ジュー 作っていくのかその 様子を見守る。 

ス のびんをもってくる。 草や草花を びん の ( 角水遊びの経験が 少ない 為 遊びの中身元 

中へ 入れ ひ んをふったりして 笛木に変わる いけれどもあ えて 口 をはさまず見守るこⅠ 

様子をみている。 する。 

。 T 男が一緒に加わってあ そびはじめる。 

T 男が加わって 遊びはじめたことで 樺でつ 
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遊 び の 展 開 教 師 の 援 助 
      

つ いたり，砂をまぜたり 等自分達で工夫し 。 「ほんとだ。 きれいな色だね」と 共感し「 何 

たりしている。 でつくったの ? 」という K 君の質問をきき れ 

。 となりでままごと 遊びをしている 女の子の がら「いいことに 気がついたね コと 日でうな 

バーチメント 紙を使ってきれいな 色の コ一 ずく。   

ヒ一 をみて興味をもち ， 「何でつくったの 

? 」ときいている。 

。 女の子たちからバーチメント 紙のことや ど   

こでもらづたいいのかをきいてさっそく 職   

員 室の N@H 手先生のところへもらいに 行く。 
  

，さっそくバーチメント 紙を使って包永を 作 

0 本人も満足している。 
  

センセイ，みて ガ みて ガ といいながら 見 

せにくる。 

。 自分で作った 白水のはいった び んを大事そ 

うにかかえてのびのび 広場へやってくる。 

㌃
 
 
 
 
 

 
 
"
"
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なしてみせる。 

。 T 男が太鼓橋のうえでこ う もりのかっこ う 。 T 男が太鼓橋にぶらさがりこうもりをしてみ 

せたのでとてもほめてあ げる。 

。 T 男の刺激を受けて 自分のにがてな 太鼓橋 。 挑戦しょうとしている 気持ちを認めはけます 

にぶらさがり 足をかけようと 何度も挑戦す 「すごい ソ だんだんうでの 力 が強くなって い 

る 。 るよ Ⅰ と はげましながら 足を っ かまえてかけ 

。 宙水がこぼれそうになったので 教室にもっ ることを何度もやってあ げる。 

ていきながら " せんせい， はね とびやりた 。 連続して 2 回飛べたことをとてもほめてあ げ   

いからな わ をもってこようね " と 自主的に 次は 3 回，次は 4 回と目標を示しながら 挑戦 

り と に行く。 させる。 

。 Y 男もいっしょにやりたいという 事でやっ 。 教師が他の子とはなしている 時にすぐ自分の 

事 をはなしかけようとするので ，待っよ う に 

  

とべるとはだしでがんばる。 「あ っ，今は，まっておくんだ。 」と口に手を 

。 H 男 ・ K 男 ・ T 男なども加わり 挑戦する。 あ てる場面も 2 ～ 3 回みられたのでほめてあ 

げる。 

  

く 考 察 ノ 

。 幼児は教師が 自分の事をみて い てくれるという 安心感があ ると，自分から 遊びを展開して い け 

るものと思われる。 

  教師の援助は 認める，見守る ，う なずく ， 笑い合 う ，共感する・はげます 等，一人一人に 合っ 

た 援助があ り，それを積み 重ねる事によって 信頼関係が築かれていくと 考える。 
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2  自分を表現する 言葉を獲得すること 

人とのかかわりをもっ 上で，言葉で 自分を表現することはとても 大切であ る。 " 言葉 " とは 

話し言葉だけでなく ，表情や動き ，態度なども ，幼児 期 には大切な言葉であ ると考える。 

幼児は教師や 友だちとの中で ，自分の思いや 感じたことを 言葉に表す。 そして，それに 対す 

る 相手の反応によって 考えたり，行動したり ，言葉に出したりしていくのであ る。 このように 

柏手との相互作用を 繰り返してかかわりを 深めていく時に ，言葉は大きな 役割を果たしている。 

また，幼児の 思いが複雑になり ，相手が多様になっていくに 従って，体言葉では 伝えきれ低く 

なり，柏手にわからせる 必要が出てくるため ，相手に伝わる 言葉による表現が 一層重要になっ 

てくる。 幼児は人とのかかわりの 中で，口分なりの 言葉を獲得していくものと 思われる。 

さらに，友だち 関係が深まり ，相手がよくわかってくると ，お互いに通じ 合う言葉ができた 

り ，表現が部分的に 省略されたりする 姿も見られ，言葉と 人とのかかわりは 密接にかかわり 合 

っている。 

3  環境 ( 人 ， 物 ， 場 ，状況 ) から感じとること 

幼児は，情緒が 安定し教師との 信頼関係ができてくると ，やがて自分のまわりの 友だち ゃ 

物 ・場の雰囲気等を 感じとり，自分なりにかかわっていこうとする。 その環境とのかかわりによ 

って，自分の 興味や欲求を 満足させ自己充実していく。 また，次の課題を 見い出してもいく。 

このように幼児は ，何 げない人や物との 出会いから活動が 生まれ，まわりの 大人の一言でイメ 

ージをふくらませ ，次々と遊びを 展開していく。 園生活の中で 一人一人が自己充実していくた 

めには，幼児が 思わず～してみたいと 思 う ような心が揺り 動かされるような 環境を作り出して 

い くことが大切であ る。 
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Ⅲ 実践事例 

①
 
「せんせい みて ソ みて ソ 」バッピー取りにいったのをきっかけに 教師や友だちとのかかわり 

ができた N ちゃん 

く 6 月 ) 

tN 子のブロフィー ル き 「かけ① く グッピー取りに 出かけて フ   

S 59 年 8 月 15 口生まれ         自然環境 ( 空 ， 雲 ，水など ),           
先生や 5 ～ 6 人の子どもと 一緒に グッピ         先生，友だちとのかかわりに       

・両親，祖父母，兄の 6 人 一 取りに出かけた。         より心が開放され ，その事が         

家族 途中で雲とはなしたり・ 水 たまりにみえ           表情や言葉になって 出てきた         
なで入って " つめたくてきもちいい " こ         と 思われる。   ・近隣に同年齢の 子がいない とを感じたり ，風の心地よさにはなしが 

はずんだ。 N 子も最初は表情がこわばっ (7 月 ) 
・一人で出かけて 遊ん ，だ 経験 ていたがグッピ ーを 取りだすようになっ 
が 少ない て， ワ 一％ 一，キ 十一キャーとはしゃぎ ・車での登降 園 をやめて ク 

ながらグッピー 取りをしていた。 ス の子と帰るようになる。 

，教師との会話が 増え   母親からの伝達も 多くなる。 

  
「せん。 せいみて / みて / 

(4 月 ノ 
， 顔の表情がこわ ば り 

く 教師のかかわり ノ グッピ ー がとれたよ」 

ほ とえ， ど 無表情であ ・見守りながらことはかけをし ， ・にがてな木の ぼ り 
り 話しかけても 黙っ N 子 と気の合いそうな 子を誘い にも挑戦したり 他の 
ている。 一緒に遊ぶ。 遊び fC も E 子や K 子と 

一緒に意欲的に 参加す 
・入園当初から 毎日， ・意識的に ， 友だちが忘れたものを るようになる。 
母親が車で送り 迎え 届けさせ友だちとかかわる 自信を 
をする。 もたせるようにする。 ・他のクラスの 先生 fc も 

にこにこした 表情で話 
・ 登園 するといつも 

一｜一 

しかける。 
絵本のコーナ 一で C 届けた事を，電話で う れし 
一人で絵本をみている。 

・園での君がえを 初めて経験し 
( 5 月 ) 大いにほめてあ げる。 
・誘われて遊ばうと 

するが長続き せず 
いつの間にか 一人 

離れて絵本をみている。 
て 10  月 )   
きっかけ② に 参 ； n して く園外 フ 保育でウォーク " フ リ 一 

        広い公園で上ったり 

・ 園外 保育で浦添城跡公園へ         ころがったり ，取ったりして     

でかけウォークラリ 一に参     休を ・動がし，教師や   
加 してゲームを 楽しむ。     友だちの K 子 ， E 子などの     

1 ゲームから 3 ゲームまで   はげましによ「てにがてな 

はスノ Ⅰ ズ にこなすが， に       本 の   ぼ りができたことに 
    か てな木の ぼ りがあ り， で   自信を持ち ，ホのほり に         

も E 子や K 子 ，教師の 力 も   挑戦しようという 次の意欲     が ・りて達成する。     へつながっていった と     

        思 、 われる。   
ウ 宛 " 。 
  
          考察   
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4  多様な感情体験をすること 

幼児は友だちや 周りの人々とのかかわりの 中で，気持ちのぶっかり 合いを繰り返して 経験し 

様々な感情を 体験しながら 生活している。 そして，その 感情を動きや 言葉で表わすことによっ 

て相手に伝えようとし ，和手がそのことに 対応することによって 次のかかわりが 生み出される。 

そのような感情の 受けとり方や 表現のし万は・どの 幼児も同じではなく ，一人一人の 持って 

いる個性によって 異なるのであ り，それぞれの 幼児の特性を 大町 c していく必要があ る。 そし 

てさまさまな 感情を体験させ ，それをのびのびと 表現できるようにしていくことが ，かかわり 

を深めていく 手助けとなると 思われる。 

多様な感情体験をすることで 育っもの 

・表現 か 豊かになる 

，相手の気持ちがわかる ( 共感できる、 思 い やる ) 

・感情のコントロールができるようになる ( 内面化する，穏やかにな る ，我慢する ) 

「感情」についてのとらえ 方 

幼児のさまさまな 場面での心の 動きを，表情や 言葉，行動なとから 推測 し 「感情」とは ， 

ひとっの出来事に 対する心の揺れ 動きであ るととらえた。 

    

ひとつの出来事でも ，一人一人によって 思い ( 感情 ) や表現は ， 色々と違うことがわかる。 

( 参考資料 : 東京都台東区立根岸幼稚園研究紀要 ) 
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Ⅲ 実践 例 

① 「せんせ い ，ゆるしてあ げたら ソ 」 

。 あ る出来事を通してさまざまな 感情体験をした S 子   
く S 子のこと ノ 日頃 ， 「 00 ちゃんが い じわるするよ ソ 」 「 00 ちゃんが 

髪 をひっばる」 l- 足が痛い」 「目が 痛 い 」などと訴えて 

くるのが多い S 千であ る。 気がつよいところもあ る。 

巨 - 旦ユ の姿と教師とのかかわり 

母親と一緒に S ちゃんが来て D 君におっかけられてカバンで 

なぐられたり ，足でけったり ，顔をなぐったりしたので D 君 
を注意してほしい 様な雰囲気で 訴えてきた。 

担任教師はその 話しを聞いてあ げる。 

十 

翌日，同じクラスの 力の子が女の 子をけじめる 事件が起き， 

その子たちと 話し合いをしようと 思い話しかけたら ， D 君や 

T 君・ Y 君など多くの 子がいじわるする 事にかかわっている 

ことを知り， D 君がやれっていったからやったなどの 発言も 

あ り，唖 然とした。 

「 D 君がやれっていったら 悪 ; い 事でもやるの ? 」 

の問いかけや 教師の悲しい 気持ちも伝え 自分たちでやった 事 が 正しいことか 考えてごらんと 静かなところへ 連れて ぃ { 

  

  
 
 分

析
 

0
 感

 

中
音
 
 
 

 
 

  

 
 

て
ん
で
 

っ
わ
調
 

 
 

D
 
は
 
ば
あ
 

 
 
 
  
 

  
          自分のせいでし           

かられているん         
じゃないかとい         

  
うことをいっし           

  よ うけんめい 考           

          えたのだろう。           
  

    
    

その様子を見ていた S ちゃんが M 先生のところへきて 小さな         教師にしかられ         
声で   て シュンとなっ         

「せんせ い， も うめ るしてあ げたら ソ 」とささやく。   ている D 君たち           

をみてかわいそ           

うに は、 っ たのだ           

M 先年． は   
て S ちゃんの心を 確かめたかった。 

  

  
気持ちを考える             ことができてい         

6% 
るしてあ げる」と言 う 。               ことはいい・ 反省しているみたいだからいい ， ゆ                               
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M 先生と一緒に E 先生のところへ 話しにいく 

「 E せんせい，もうあ の子たちを許してちょうだい。 」と S ち 

ゃんが頼む。 

｜ 

  
      大人の つ らい 気           

持ち ( 大人はっ                                     も 許してあ げたいのよ，でもね ，先生だっ           らいけどしから         

てつ らいけど，小さいときにいじわるむしさんを 直しておか           なくちゃいけな           

ないとなおらないのよ。 だから先生もつらいけどしかって い           いときがあ るこ           

るのよ。 いじわるさんになると ，おとうさんやおかあ さんが と ) を 知る。 

悲しむでしょう。 」とはなす。 大人の気持ちを         

｜ 

      考えられる。         
E 先生の話しで 納得した様子だったが   ) 君たちのいるとこ 

るから離れようとしなかった。   
        相手を思 い やる         

うれしい気持ち           

で 安心したのだ           
その後， D 君たちが許されると ホッ としたらしく 遊びに出か               
けていった。   ろう。   

翌日 S ちゃんのお母さんから 手紙が届 { 

お母さんからの 手紙 

いろいろ，御苦労おかけしてすみません。 「 D ちゃんたち，ないてたよ おかあ さん ソ か 

なしいかおして ， S 子 ，さびしかった ソ 」 

「しかられたからかな……だけどしかる 時大人もつらくなるんだよ。 だけどおはなししない 

とおしえないといい 事も悪いこともわからない 人になっちゃうからね。 お母さん，お 父さん 

お 兄ちゃんたちが 家では教えて ，幼稚園では 先生が教えてくれるんだよ」 
「 S 子の歯 ぅご いていたから ，バンチ (D 君にたたかれたこと ) のおかげで歯医者さんいか 
ないでとれたからバ ツザ 一ィ， E 先生がいっぱいはなしてくれたから ，かあ さん，もうおこ 

く 考 察 フ 

・ S ちゃんが D 君にたたかれたことをきっかけに 不安な気持ちになったり ，相手の事を 思いやった 

り ，さびしい気持ちを 味わうなど，いろいろ 葛藤する申で " せんせい もう め るしてあ げたら " 

と教師に訴える 行為になったとおもわれる。 さらに大人もしからなければならないときがあ る事 

を 知っていったと 思われる。 

  「 S 子の歯は ぅご いていたから ，パンチ (D 君にたたかれたこと ) のおかげで歯医者さんにいか 

ないでとれたからバンザー ィ 。 」と母親にはなすところはマイナスの 思いをプラスの 思いにかえ 

ていてすばらしいと ぽ、 う 。 
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5  イメージの世界の 楽しさを味わうこと 

幼児は遊びの 中で友だちとさまざまな 体験をしていく。 幼児がかかわり 合って遊ぶには ， 互 

いに同じような 遊び欲求や興味をもち ，遊びのイメージを 共有することで ，かかわり合って 遊 

ぶことができる。 中でも，ごっこ 遊びでは，自分達を「お 父さん」 「お母さん」 「先生」等， 

日常の生活で 接している人や 憧れているものなどを 実現させ楽しんでいる。 ごっこ遊びでは ， 

イメージの世界の 中で安心して 自分を表現することができる。 幼児が役割になりきって 考えた 

0 行動したりすることによって ，相手の気持ちに 気付いたり，それに 添うように動いたりする 

ことが自然に 行われていく。 ごっこの中でイメージを 使って遊ぶことにより 遊びが充実し 一人 

一人の幼児が 充実感や満足感を 味わうことができるので ， 人 とのかかわりも ，より楽しい 経験 

として蓄積されることになる。 

① 実践 例 二 """"" 
くじび きやからくじ びき レストラン ヘ ( 平成 2 年 m1 月 )                                           

        考 察   
口 """"" 

雨天のため，戸外へ 出られず室内で 遊びをはじめた 事からくじ びき やが展開する。 

・「くじ引きやをやりたいⅡと 言う子どもからの 発言でくじ引きの 箱 とくじ引き券をつくりは 

  

  / Ⅰ る
 
ま
 
始
 
も
 
り
 
作
 
 
 

 
 
カ
 
て
 
き
 
）
 

で
事
 

ん
 
の
 

運
と
 

を
ぅ
 

正
使
 

脚
に
 

で
時
 

事
る
 

ぅ
け
 

 
 Ⅰ
 

カ
 

と
 
る
 

Ⅰ
 
）
 

、
 
ノ
 

し
バ
 

ま
ン
ヰ
 

も
カ
 

ン
ま
 

  

 
 

る
 

バ
立
 

め
 
じ
 

 
 

・「すべり台もあ った方がい 几 」という事から 巧技台を組み 立ててすべり 台にする。 

 
 

 
   

、 せんせい， くじ び きにあ たった人は         くじ びきや をイメージし 

牛乳もあ げることにしよう "           役割分担したり ，すべり 

        白 もあ った方がいい． 牛 

と 言って牛乳を 運んでくる。 自分のクラスの ; 乳もあ げることにしよう 

分 だけでなく 4 クラス 分運 んできてクラスの i 等，あ そびを充実させよ 

 
 ｜ ｜ 

表示もしている。         うとしているの 

  

｜ ｜ 
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    「せんせ い ，おきゃくさんよんでくるね」     

 
 

 
 

「くじ びきや にきてくださいⅡ 

「牛乳もあ たるよ～」 

「すべり台もすべれるよ ～」 

  
くじびきや でございます」 

「あ たりの人は，すべり 台をすべって 

牛乳をのんでください」 

  
 
 

る
 
わ
 

か
 
、
 
カ
 
と
 
人
 
の
 

 
 ぜ
 
大
 

 
 

        と 楽しいという   思いが           

        他のクラスへの 声かけ 

        という行動にあ らわれ     

          ている。   
あ たった子に対してかけ 声もいさましく 

    

  と
 

 
 
 
 
ぞ
 

 
 
ど
 

へ
 
，
り
 

ち
 
こ
 

す
 
ま
 
ろ
 

い
 

す
 

ざ
内
 

ご
案
 

，
つ
へ
 

と
 
か
 

で
フ
 

め
一
 

お
テ
 

 
 

はずれの子に 対しては   
  
  

    
  

「ざんねんでした。 またど う禽 」 
  

あ いこの子に対しては 

1 

  

教師もお客になって 遊 
びに 力 U わる。   

「 """   ""           はずれの子に 対するや           

l 「もう一同チャンスがあ りますからひいて 下さい。 」 l   
 
 わ

 

 
 あ
 

 
 ネ
 
ル
 

ち
 

持
 

月
 Ⅰ
 
ス
 

 
 し
 

さ
 

 
 

 
 

 
 
 
 

」
 

    る
 

 
 て
 

れ
 

 
 

3 回ぐらいはずれて ，泣きべそをかけている 子に対しては 
  

｜ 

  

 
 
 
 

 
  
 

ぴ
 

 
 
 
 

じ
 

七
こ
 

舶
 
Ⅰ
 
口
 

き
 

 
 
 
 

      一   

く 考 察 ノ 

・直接的な教師の 援助はないが ， 人 ， 時 ， 場 ，空間を保障して 子どもたちの うご きを見守ること 

も教師の大切な 役割ではないかと 思われる。 

・子どもたちの 遊びの中の言葉のやりとり 等を聞いていると ，日頃 の教師の生活経験や 感性が子 

どもに影響を 与え， イメージの世界を 豊かにするとともに 思いやりや い たわりの気持ちを 育て 

ることにもつながっていくのではないかと 思われる。 
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6  家庭との連携を 密にすること 

幼児の生活は ，家庭，地域社会，幼稚園と 連続的に展開されている。 幼児の家庭や 地域での 

豊かな生活経験が ，幼稚園で教師や 他の幼児とかかわり 生活していく 中でさらにふくらんでい 

く。 そして，その 事がまた家庭や 地域社会での 生活に生かされていく。 そういう中で 幼児の望 

まし い 発達は促されて い くと考える。 

4 月。 幼稚園へはじめて 家庭を離れた 子どもたちがやってくる。 新しい環境に 人るため， ど   

の子も不安定な 状態になる。 ちょっとした 事にすぐ泣き 出したり，頑固に 拒否したりする 子も 

いる。 登 園を嫌がったり ， 園へ 来ても部屋に 入るのを嫌がったりする 子もいる。 そういう不安 

定 な子どもも含めて 一人一人の幼児の 情緒を安定させ ，園生活を楽しいものにしていくために 

家庭との連携を 十分にとっていく 必要があ る。 

Ⅲ 常度との連携の 方法 

・ 園 だよりの発行 

・学級だよりの 発行 

・学級懇談 

・教育相談 

・保育参観・ 保育参加 

・連絡メモ・ 電話連絡による 効果的活用 

(2) 留意点、 

・教育方針や 目標，行事など 園生活の全体的な 取り組みや保育計画を 伝えて，理解をし 

協力してもら ぅ 。 

  学級の子どもたちの 育ちの様子や 保育計画，お 知らせや協力願 い などを載せて 連携を図 

る 。 

  「 00 に気をつけさせて 下さい。 」 「 00 を持たせて下さい。 」など親への 事務連絡 や 

諸注意が中心にならないように ，生き生きとした 子どもの姿を 具体的に伝える。 

  保育参観や保育に 一緒に参加してもらう 口 を設け，幼児理解をしてもらう。 

・学級懇談 や ，教育相談を 通して，一人一人悩みや 問題点を聞いてあ げる。 
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Ⅲ 実践 例 

① 「 N ちゃん，きょうもつよい あ しであ るいてきました」 

。 家庭との連携により ，一人で登降 園 ができるようになり ，意欲的になった N ちゃん。 

N 子の 

くプロフィール ノ 

1. 出生 
昭和 59 年 
9 月 5 口先 

2.  萎こ乃兵 

父， 母 ， 姉 ， 

弟 ，木人の 5 人 
  

3. 発育状況 

・出生児体重 

2,900  グラム 

・歩きはじめ 

2 才 

・ 離宰し 3 才 

・発語 4 才 

3 才尻検診で 発 

育 が不良という 

事でたんぽ ぼ学 

級に 2 年間母子 

通学する。 

4. 入園当所の発育 

状況 

身長 97 センチ 

体重 12  キログラム 

米 体つ きがとても 

細く足元がおぼっ 

かない様子 

米 園児の妹とまち 

がえられる程であ 

った 。 

   
 

携
 
連
 の
｜
 

と
 親
 
 
 
 
 

 
 

  
      

  

  

N 子に対する親の 心配を認める。             ; ・・，，・，・・ ，・，・，・・・                                                                       
 
 

吏
 

 
 

        N 子の事に対して 何でも話せる 雰 

  
          四気を作り教育相談をしながら 母           

・ 6 月頃 から           親 との信頼関係を 作っていく。     

車で送る距離をだんだん 

短くし校門まで 送るよう ｜止 
になる。 

@ 校門から 園 まで 
  

  
車でなく親子で 歩いて 登 / 園 するようになる。 かめてから帰る 日が続 { 
      / ,""""""""@     " … """l                                                                 

7H 中旬頃 

親子で歩いてくる 距離を 

短くし一人で 歩いてくる 

Ⅰ 

ことができるようにする。 
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1 と 人 のかかわり   

  

  

なりたいんだったら 

明日から強い 足で 

歩いてこようね。 」   

ち
 
だ
 

｜
 
友
 
の
 
他
 

「おねえちゃんが 00 して 

あ げるからね」と 言って 

よく面倒をみる。 

妹のような気持ちで 

かかわっている。 

CN ちゃんがんばったね /) 

    「わ あ ，すごい ガ きんにくが 「ほんとだ～ 

きたよ。 」 一十 N ちゃんの 足 
きんにくがついて 

  きたね～」 

「おはよ う ございます 'N ちゃんが強い 足で 
N ちゃん今日も 強い 歩いてこれた 事を ， 一 
足 で歩いてきましたⅡ まわりの友だちや 先   N ちゃんのがんばりに 

主 に知らせ，大げさ 共感する。 

H@ti@0@@@o@t@ ， e     にほめてあ げ，よ る 
玄関で挨拶する。 こびをわかち 合 う 。 

その表情は生き 生き 
「 N ちゃん ， 早く 

園の友だち，先生方， N ちゃんと 一 よ うち えんにこれる 
ようになったね ～」 

喜びをわかち 合う 。 

く 考 察 ノ 

・ 園 ，担任，家庭の 連携により， N ちゃんの車による 登 園から自分の 足であ るいて 登園 することがで 

きるようになり ，その事が N ちゃんに大きな 自信を与えたと 思われる， 

その事によってうんてい ， なわ とび，竹馬など ，今まで興味を 示さなかった 事へ 挑戦する姿もめる 

れ ，意欲的にかかわろ う とするようになる。 
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V 

ど 

む 

と 

  
活 

  
登 

  
学 

園生活Ⅱ 

一人一人 

  もたちと 

，ことがで 

にした。 

動 

  

級 で 

二 おける触れ合 

．の子どもと 保育 

過ごしていけば 

: きるのか， 1 日 

  いのポイン卜 

者がいっしょに 

よ いか ，どのよ 

の園生活におけ 

田
制
 
義
 

 
 

 
 
な
 う
る
 

す 園生活。 日常生活の中でどのように 壬 

り出せば子どもたちが 豊かな園生活を 営 

や触れ合いのポイントを 押さえてみるこ 

活動 の 意義及び教師の 留意点 

。 家から 園 まで 

近所の友だちと 一緒に来る子，兄弟と 仲良く来る子，親に 手をひかれて 来る子 

親から離れるのが 淋しくで泣いている 子等，入園当初は 様々な姿がみられる。 - 

八一人の思いや 願いが 皆 違 う んだという事を 受け止め，次第に「きょ ぅ は 00 さ 

んと ム A してあ そぼ ぅ 。 」と胸をふくらませて 登園 するような朝を 迎えさせた い 

。 玄 関 で 

入園当初は特に 一人一人の子供を 玄関で迎え，情緒の 安定をはかるよ う に心が 

ける。 この時にくっのしまいちゃう ね ばきのはき方について 一人一人を認めたり 

指導したりする。 くっ箱 の名前と自分のくっの 置き場所について ，はやめにわか 

る よ う fc 工夫する。 

。 あ いさつ 

「おはよ う ございます」と 元気な声でやるあ いさつ。 「ニコッ」と 笑うあ いさ 

っ 。 「ちょこん」と 頭を下けるあ いさつ。 「せんせい ソ 」というあ いさつ。 はじ 

めはその子なりのあ いさつを受けとめながら 出会いを大切にする。 あ いさつをす 

るのは気持ちのよいことだと ，体験を通して 理解できるように 援助したい。 徐 々  

に担任以外の 先生や ， 友だちにもできるようになってほしい。 

。 出席ノートに 印鑑を押す 

幼児にとっては 最初の活動であ るので大切にしたい 口入園当時は ， 「きようも 

元気にきたね。 印鑑を押してあ げようね。 」等と一人一人と 話しをしながら 一緒 

に印鑑を押すようにする。 日にちに関心をもたせたり「どこに 押すの ? 」と教師 

や 友だちに聞く 等コミュニケーションを 活発にする。 「じようず tc. 押せるように 

なっているね。 」と一人一人の 成長の様子も 知ることができる。 

  持ち物の始末 

入園当初は各自の 持ち物の置き 場所を確認させ ， ヵ バン・帽子・ 制服等，それ 

ぞれの仕方に 応じた始末ができるよ う に教える。 これらの活動を 教師と幼児が 触 

れ 合う場としてとらえ ，その中で心のつながりができるよ う にし結果として ， 

幼稚園での生活の 仕方が身についていけばよいといった 考え方で援助することが 
  

大切であ る。 
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活 動 活動の意義及び 教師の留意点、 
  

当 番   当番活動とは．保育の 中で ， 一つの仕事をみんなで 順番に受けもって 活動する 

ことをいう。 園では，飼育，栽培・おやつ ，弁当会などの 当番活動を取りあ げて 

いる。 はじめは，教師がやるのを 一緒に手伝うことで 安定させたり・ 教師が喜ん 

で 働く姿をモデルとして 子どもに見せながら ，自発的に手伝うようにしむけてい 

{ そして 徐 々 に当番活動にっなげていくようにする。 

  教師も共に，掃除やえさやり ， 水 かけなどをしながら 動植物とのふれ 合いな 大 

事にし親しみやかたわりの 気持ちを育てて い く。 

  

遊           遊びへの援助 

遊びとは，子どもの 生活の大部分をしめる ， 

子どもの自発的な 活動の総称であ る。 

  一人一人の幼児が 自分なりの遊びを 見つけ 

出せるよ う にしていきた い 。 

  教師は子どもの 求めているものを 子どもと 

一緒に模索したり ，子どもの必要に 応じて 一 

緒 に活動して手助けしたり ，喜びを分かち 合 

っ たり，子どもと 共にうれしい 気持ちを十分 

        に 味わうようにしていきたい。 

      自分で遊びをみ つ けきれずに 9 ロ ゥロした 

り ，ぼんやりと 座り込んでいたりする 子も ぃ 

る 。 しかしそれはそれなりに 他児 のあ そび 

をみることが 楽しい，とか ，なにをして 遊ぼ 

うかと考えている 最中であ ったり，子どもな 

りの理由があ る。 そういう子どもを 無理やり 

遊びに引っばったりせず ，やさしく見守り ，           

話 かけたり，時には 誘い込んだりする。 次第 ・ 

に友だちと遊ぶ 楽しさを味わってほしいと 考 

- え 6 。 
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活動の意義及び 教師の留意点 

  片づけの指導にあ たっては，何をどこに 片づけるのかを 明確にする必要があ る。 

  自分の使った 物は自分で片づけることを 原則とし気がつけたら 片づける子に 

育ってほしい。 

  初めは教師が 率先して片づけを 行 い ，モデルを示す。 

  幼児がわかりやすいように 片づけ場所や 入れ物等に工夫する。 

  気が付いて片づけをしている 子を話題にしてほめてあ げ，気づく事のすばらし 

さを知らせていく。 

  幼児は遊びに 満足感を味わったときは ，片づけが早く 終わるものだということ 

を忘れないようにしたひ。 

。 お や っ 

  5 月から始まるおやつ ，初めのうちは 片づけのあ とろんなで集まりゆったり 

とした気分で 牛乳をのんでいる。 牛乳や食べものが 体の中でどのような 働きを 

しているのかを 知らせ，全員が 飲めるよ う にしたい。 飲めない子はバルーブ や 

学級全体の中ではげましながら 飲める方向へ 導く。 

  準備や飲み方等慣れてくると ，戸外で飲んだり ， 園 全体で交流しながら 飲ん 

だり，遊びの 中で牛乳 屋 さんのコーナーを 設けたりしていろいろ 工夫する。 

  弁 当 会 

・ 食事は何よりも「楽しい 雰囲気でゆっくりていねいに 食べる。 」習慣が大切で 

あ る。 食物の消化，吸収は 情緒，感情の 安定と深く結びつくからであ る。 

  園 では，教師や 友だちと一緒に 楽しく食べることを 中心に，衛生上やマナー 

に関するしつけを 織りまぜて指導する。 

  教師がバルーブに 入って一緒におやつや 弁当を食べながら ，食事のマナ 一等 

良きモデルを 示していく。 

  弁当を毎回残す 子は，分量を 少なくしてもら ぅ 等，家庭と連絡を 取り合い残 

さず食べる方向へと 導く。   
  教師や学級の 友だちと一緒 lc 絵本や紙芝居を 見たり，お話しを 聞いたり，皆で 

気持ちを合わせて 合唱したりして ，楽しむ時間にしたひ。 

  「先生 ね ～今日とってもすばらしいことみつけたよ ソ 」などと 00 さんの考え 

た遊びを紹介したり ， 00 さんの良かった   点等をみつけることにより 子ども同士 

のつながりを 深めていきたい。 

  " 今日も 1 日幼稚園が楽しかった ，また明日も 00 して遊ぼう " という思いに 

胸 をふくらませて 帰れるように 一人一人と向き 合いたい。 
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  活動の意義及び 教師の留意点 
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W  研究の成果と 今後の課題 

Ⅰ 成 果 

Ⅲ 幼児が教師との 信頼関係を築き ，安定した園生活をすごすという 事が ，人 とのかかわりを 

もつ 力 が育つ上でもとても 大切だということを 実感した。 

(2) 人 とのかかわりをもつ 力 が育つ過程をとらえる 事ができ，その 過程の中で，けんかや トラ 

ブルも，幼児の 育ちにとって 大事な点だという 事を認識した。 

@3) 教師の援助の 工夫として，一緒に 遊ぶこと，言葉かけ ，見守り， う なずき，笑い 合うなど   

の 一人一人に合った 援助をしていくこと。 また，子ども 同士のかかわりを 育てることで 友だ 

ち関係が深まり ，相手を思いやる 心も育つという 事が理解できた。 

2  今後の課題 

Ⅲ 一人一人の育ちの 過程に合った 適切な援助ができるように 実践していきたい。 

(2) 教師の感性を 高め良きモデルとなるようにしたい。 

おわりに 

研修期間中，直接，間接に 御 指導していただいた 宮城久子指導主事をはじめ 各指導主事の 先生 

方 ・いろいろな 面で御世話していただいた 教育研究所の 方々，研究員の 皆さん，資料提供など 御地 

プ ] い ただいた牧港幼稚園や 市内幼稚園の 職員の皆様に 心より感謝申し 上げます。 
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